
港区では、国際色豊かな区の現状も
踏まえて、平成１８年度から区独自の
教科である「国際科」の授業実施や小
中学生海外派遣を行う等、全国に先駆
けた国際理解教育の取組を推進して
きました。
令和の時代に入り、グローバル化が
さらに進展したことにも伴い、これま
で以上に国際社会に対応できる真の
国際人の育成が求められています。今
後、港区では、国際理解教育をさらに
充実させていきます。
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国際理解教育の全体像

■英語遊びの実施

週３日、ネイティブティーチャー（ＮＴ）を配置

して学級遊びにより英語に慣れ親しみます。

■世界の絵本との出会い

外国の絵本に触れ合う機会を通して、英

語に親しむ機会を創出します。

■国際科の実施

毎日、ネイティブティーチャー（ＮＴ）を配置します。担任または英

語担当とＮＴが、ティームティーチングにより、区独自の教科「国際

科」の授業を行います。国際科は全学年で週２時間実施します。

■英語体験活動の機会創出

全校の小学校５年生が、東京グローバルゲートウェイ（Ｔ

ＧＧ）において、英語を活用した体験活動を実施します。

■英語検定（TOEFL)の実施

年１回、小学校３年生以上の学年で英語の活用能力を図る

英語検定(TOEFL Primary Step1)を実施します。 ■港区中学生海外派遣の実施

夏季休業期間に、オーストラリアへの海外派遣を実施し、

ホームステイや現地校への体験入学を通して、外国の自然や

文化、歴史を学びます。

■海外派遣先中学生の訪問受入れ実施

海外派遣先のオーストラリアの生徒の区立学校訪問を受け

入れて、派遣先の学生との交流を実施します。

■国内留学プログラムの充実

連携しているテンプル大学において、希望する生徒が外国

の文化及び社会に触れることを体験する取組を実施します。

■英語を活用した創作活動

ＮＴや教員と英語を活用しながら一緒に

創作遊びに取り組みます。

■昔遊びへの取組

日本の伝統的な遊びに取り組むことで日

本文化に親しむ気持ちを醸成します。

■港区小学生海外派遣の実施

夏季休業期間に、オーストラリアへの海外派遣を実施し、

ホームステイや現地校への体験入学を通して、外国の自然や

文化、歴史を学びます。

■国内留学プログラムの充実

連携しているテンプル大学において、希望する児童が外国

の文化及び社会に触れることを体験する取組を実施します。

■創意ある教育活動への支援

地域特性や地域人材をゲストティーチャーとして招聘し、

日本の伝統文化を学ぶ教育を創意ある教育活動として、各学

校において実施します。

■英語科国際の実施
毎日、配置するネイティブティーチャー（ＮＴ）と英語科教員が、

外国語の授業をＴＴで行う他、区独自の教科「英語科国際」の授業

を全学年で週１時間実施します。

■海外修学旅行の実施
英語でのコミュニケーション能力を発揮する集大成の場として、

中学校第３学年の全生徒を対象とした、海外での修学旅行を実施

します。

■オンライン英会話教室の実施
スピーキング能力の向上を目指し、２週間に１回、希望する生徒

に放課後の時間を活用してオンライン英会話教室を行います。

■英語検定（TOEFL)の実施
年１回、中学校の全学年で英語の活用能力を図る英語検定

(TOEFL Primary Step2)を実施します。

■英語スピーチコンテストの実施
年１回、各学校の代表生徒が一堂に会し、自己の考えを英

語でスピーチするコンテストを実施します。

■創意ある教育活動への支援

総合的な学習の時間を活用して、伝統芸能に見識の高い地

域人材等をゲストティーチャーとして招き、日本の伝統文化

を学ぶ教育を各学校において実施します。
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